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国産飼料 輸入飼料

肉骨粉禁止後

食用牛

と畜・解体

交差汚染

SRM除去

20ヶ月齢以下 21ヶ月齢以上

BSE検査

くず肉

肉骨粉

廃棄食肉

飼料検査

くず肉

肉骨粉

感染牛及び疑似患畜牛の排除

廃棄

飼料検査？

食肉

牛への感染源

肉骨粉禁止前

スタンニング
ピッシング
せき髄除去（背割り後）

＊ P.8 図１：リスク評価に関する基本的考え方（モデル） 食肉へのBSEプリオンの流れ図 より

食肉への食肉へのBSEBSEプリオンの汚染ルートプリオンの汚染ルート（モデル）（モデル）



検査対象月齢見直し→2003/7以降生まれの牛についてリスク評価

月齢見直しによるリスク変動→定性的、定量的評価の２通りを試みる

リスク評価のモデルリスク評価のモデル （国内対策評価）（国内対策評価）

＜定性的リスク評価の考え方＞

評価項目：
●侵入リスク

（生体牛・肉骨粉・動物性油脂）
●飼料規制

（遵守度・交差汚染）
●BSEプリオンの生体内分布
●擬似患畜及び死亡牛検査

評価項目：
●SRM除去／汚染防止
（ｽﾀﾝﾆﾝｸﾞ・ﾋﾟｯｼﾝｸﾞ・SRM除去・
せき髄組織の飛散防止・SSOP）
●BSE検査
●その他
（ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ・検査陽性牛の排除）

生体牛 食 肉
ＢＳＥプリオン蓄積度
（感染率・蓄積量）

ＢＳＥプリオン汚染度
（汚染率・汚染量）

検 査 月 齢 の 変 更 に よ る リ ス ク 変 化 の 有 無



無視できる

無視できる

無視できる

無視できる

・その他

トレーサビリティ

検査陽性牛の排除

20ヶ月齢以下は検査しない
無視できる～非常に少ない

非常に低い

無視できる～非常に少ない

・と畜検査（ELISAテスト）
検査陽性率

汚染量*

非常に低い～低い

非常に低い～低い

非常に低い

非常に低い

低い

非常に低い～低い

非常に低い～低い

非常に低い

非常に低い

低い

・ＳＲＭ除去／汚染防止

スタンニング

ピッシング

SRM除去
せき髄組織の飛散防止

衛生標準手順作業書（SSOP）

食肉へのＢＳＥプリオン汚染
度（汚染率、汚染量）

無視できる（死亡牛は焼却され、
レンダリングに回らない）

無視できる（死亡牛は焼却さ
れ、レンダリングに回らない）

・24ヶ月以上の死亡牛検査
検査陽性牛は検出なし検査陽性牛は検出なし・疑似患畜の検査

非常に低い

少ない

非常に低い

少ない

・ＢＳＥプリオンの蓄積度

感染率

蓄積量*

無視できる～非常に低い

不明

無視できる～非常に低い

不明

・国産飼料規制

遵守度、交差汚染

・輸入配混合飼料

無視できる無視できる・侵入リスク

生体牛、肉骨粉、動物性油脂

生体牛におけるＢＳＥプリオ
ンの蓄積度（感染率、蓄積
量）

21ヶ月以上の検査全頭検査

0～20ヶ月齢
2003.7.1～生まれ

月齢（2005.3現在）
出生年月

＊ P.16 表１ BSE対策の有効性を踏まえたBSEプリオンの生体牛における蓄積度と食肉への汚染度評価 より

リスク評価のまとめ（定性的評価）リスク評価のまとめ（定性的評価） （国内対策評価）（国内対策評価）



BSE対策によるBSE発生頭数の減衰（イメージ）

2005

BSE陽性牛数（推定）
年間43頭

1996 2003

BSE感染頭数
推定年間
6～24 頭

BSE感染頭数
推定多くても
年間3～14 頭

BSE感染頭数
20ヶ月齢以下
では多くても
年間0.4~1.7
頭以下

2001 （年）

発生頭数

肉骨粉使用の規制なし 規制通達 肉骨粉焼却
1996年4月以前 交差汚染対策なし 化製場分離・ライン分離

専用飼料工場・ライン分離

＊ P.24 より

定量的評価のためのモデル定量的評価のためのモデル（国内対策評価）（国内対策評価）



・せき髄組織片の残存20%、
枝肉洗浄により10分の1に減少
・検出限界程度

（マウス脳内接種で1ID50）

・せき髄組織片の残存20%、
枝肉洗浄により10分の1に減少
・検出限界程度

（マウス脳内接種で1ID50）

食肉へのBSEプリオン汚染
・汚染率

・汚染量

0～20ヶ月齢は検査しない

・3歳未満で年間0.008～0.036
（日本のデータの場合0.3~1.5）頭
以下。 20ヶ月齢以下ではさら
に 少なくなる

・検出限界程度

（マウス脳内接種で1ID50）

陽性牛

・検出率

・プリオン蓄積量

・年間0.4～1.7頭以下
・検出限界程度

（マウス脳内接種で1ID50）

・年間0.4～1.7頭以下
・検出限界程度

（マウス脳内接種で1ID50）

感染牛

・感染率

・プリオン蓄積量

0~20ヶ月齢は検査しないありELISAテスト

21ヶ月齢以上を検査全頭検査

0~20ヶ月齢
2003.7.～生まれ

月齢（2005年3月現在）
出生月

＊ P.27 定量的リスク評価による検査月齢見直しに関する見解 より

リスク評価のまとめ（定量的評価）リスク評価のまとめ（定量的評価） （国内対策評価）（国内対策評価）



定性的評価を基本とし、悲観的なシナリオで以下の各評価項目を比較検討

リスク評価のモデルリスク評価のモデル （米国・カナダ評価）（米国・カナダ評価）

●侵入リスクの比較
生体牛・肉骨粉・動物性油脂の輸入

●暴露・増幅リスクの比較
・飼料規制
・遵守状況と交差汚染の可能性
・SRMの利用（ﾚﾝﾀﾞﾘﾝｸﾞ）
・伝達性ミンク脳症
・シカ慢性消耗病
・BSE暴露・増幅ﾘｽｸｼﾅﾘｵ（ﾓﾃﾞﾙ）

●サーベイランスによる検証
・検査対象・検査技術の検証と比較
・米国・ｶﾅﾀﾞ・日本におけるｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ

●と畜対象の比較
・トレーサビリティ（月齢確認）
・と畜頭数（年齢・品種）
●と畜処理の各プロセス
・と畜前検査
・と畜場でのBSE検査（ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）
・スタンニングの方法
・ピッシング
・SRMの除去
・SSOP・HACCPに基づく管理
●食肉等のリスクの比較
・食肉及びAMR
・内臓

生体牛 牛肉・内臓

ＢＳＥプリオン蓄積度
（感染率・蓄積量）

ＢＳＥプリオン汚染度
（汚染率・汚染量）

米国・カナダ輸出プログラムによる牛肉等と日本の牛肉等のリスクの比較



生体牛のリスクのまとめ（日本との比較）生体牛のリスクのまとめ（日本との比較） （米国・カナダ評価）（米国・カナダ評価）

５～６頭約１頭（リスク対象；100万頭当たり）

４～５倍５～６倍
BSE感染牛（年間）

（リスク対象；絶対数）

２．サーベイランスによる検証

検出限界～検出限界以下
感染量

【日本：BSE検査で陽性牛は排除】

５～６頭２～３頭
BSE感染牛（年間）

（リスク対象；100万頭当たり）
【日本：５～６頭】

２０ヶ月齢以下
約３６０万頭

２０ヶ月齢以下
約３，０００万頭

リスク対象とそのと畜数
（年間）

【日本：全月齢の約130万頭】

楽観的には日本と同等
悲観的には約１０倍（７×１．５）

牛全体の浸潤度
（絶対数）

○SRMの反すう動物以外への飼料利用が禁止されていないこと
○飼料の交差汚染防止が完全ではないこと
を考慮すると、日本の数倍(１．５倍)

●暴露・増幅リスク 飼料規制

約１／１２約１／２動物性油脂

約１/５，１００約１/１２～１/４７輸入肉骨粉

約４～６倍約１．５～７倍輸入生体牛

●侵入リスク

１．侵入リスク～暴露・増幅リスクからの推定

カナダ米国



表３ BSE検査データによる検証(2003年)

5頭/100万頭
（若齢牛は除く）

1～2頭/30万頭程度
年間6～7頭：

検出は100万頭で5頭程度

6頭/98万頭
（若齢牛は除く）

22頭/360万頭
年間28頭：
検出は16万頭で1頭程度

4頭/380万頭
（若齢牛は除く）

32頭/3,000万頭程度
年間36頭：

検出は95万頭で1頭程度

成牛で検出される可能性

（30ヶ月齢以上総計）

若齢感染検出限界以下のリス
ク

日本は健康成牛90万頭で2頭

米国健康牛30ヶ月齢以上を検
査したとすれば

日本の比率として1頭程度

126万頭で2頭（440万頭・9頭）
（30ヶ月齢以上で90万頭）
90万頭：11万頭で2頭：3頭
陽性比率は、高リスク牛は健康成
牛の12.3倍
11万頭で3頭（20万頭で11頭程度）

検査なし

90万頭：8万頭で3頭：3頭程度

5.3万頭で2頭陽性
カナダで高リスク牛を全部検
査したとすれば 3頭/年程度

検査なし（30ヶ月齢以上は270万頭）

270万頭：113万頭で1頭：3頭程度

39万頭（35%）を検査で1頭程度
米国で高リスク牛を全部検査したとすれ
ば 3頭/年 程度

検査データ

・健康と畜牛

・成牛健康牛：高リスク牛

・高リスク牛

と畜場での病牛廃棄率は

日米でほぼ同様

日本では乳牛の農場死亡率が

高い

130万頭

8,300頭（0.66%）

肉牛：11,300頭（77万頭の1.7%）
乳牛：86,800頭（115万頭の8.7%)
高リスク牛 10.6万頭

430万頭

高リスク牛 53,000頭

3,350万頭

19万頭（0.57%）

肉牛：50万頭（3,300万頭の1.5%)
乳牛：44万頭（900万頭の4.8%）
高リスク牛 113万頭

年間と畜牛数

・と畜場廃棄牛（病牛・異常牛）

・農場死亡牛

成牛は全飼育牛の

半数

日本…肉牛：乳牛 4：6
米国…肉牛：乳牛 8：2

450万頭

200万頭 肉牛：77万頭
乳牛：115万頭

1,500万頭

600万頭 肉牛：500万頭
乳牛：100万頭

9,500万頭

4,200万頭 肉牛：3,300万頭
乳牛：900万頭

飼育頭数

成牛

補足日本カナダ米国

BSEBSE検査データによる検証（２００３年）検査データによる検証（２００３年）（米国・カナダ評価）（米国・カナダ評価）



食肉処理プロセスのリスク低減効果のまとめ食肉処理プロセスのリスク低減効果のまとめ（米国・カナダ評価）（米国・カナダ評価）

SSOP・HACCP
（遵守の検証や違反事例の改善措置を情報公開）

SSOP
（検証はアンケート調査）

遵守の検証

●日本向け輸出プログラムにより実施
●従業員及び食肉検査員による目視検査

●せき髄除去を実施
●と畜検査員による
せき髄除去確認せき髄除去・枝肉洗浄後の確認

日本向けの牛では全頭で実施全頭で実施SRM除去

実施せず（法律により禁止）
【リスクレベルは日本より低い】

と畜場の約８０％で実施ピッシング

実施
【リスクレベルは日本と同等】

実施スタンニング

実施せず
２１ヶ月齢以上を検査

（任意に２０ヶ月齢以下も検査）
と畜数畜場でのBSE検査

食肉検査員による検査
（1頭につき約12秒）

獣医師による検査
（1頭につき約80秒）

高リスク牛の排除

約４３０万頭
（20ヶ月齢以下は約360万頭）

約３，３５０万頭
（ 20ヶ月齢以下は約3,000万頭）

約１３０万頭と畜数

カナダ米国日本














